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理 科 

１ 調査の対象となる教科書の発行者及び教科書名 

発行者の番号及び略称 教科書名 

２ 東 書 新しい理科 

４ 大 日 本 たのしい理科 

１１ 学 図 みんなと学ぶ 小学校 理科 

１７ 教 出 地球となかよし 小学理科 

２６ 信 教 新編 楽しい理科 

６１ 啓 林 館 わくわく理科 

２ 教科書の調査研究における観点，視点及び調査方法 

観点 視点 方法 

① 単元の目標の示し方 単元のねらいの示し方 

② 

知識や概念の定着を図

り，理解を深めるための

工夫 

用語の定着を図る工夫，単元末のまとめ

の扱い 

③ 
観察・実験の技能を習得

させるための工夫 

観察・実験の数，観察・実験の準備と手

順の扱い，観察・実験における安全確保

及びアルコールランプの操作の扱い 

（ア） 基礎・基本の定着 

④ 環境保全に関する記述 
環境保全に関する編集の特色，表記及び

環境保全に係る単元構成 

日常生活や社会との関連付けを図る内

容の扱い及び具体例 
⑤ 

興味・関心を高めるため

の工夫 
興味・関心を高める問いかけの工夫及び

単元の導入の工夫 （イ） 学習方法の工夫 

⑥ 
問題解決の能力を育成す

るための工夫 

学習の進め方の示し方，問題解決の過

程，課題発見の工夫，問題解決の能力の

育成の扱い 

⑦ 単元や資料等の配列 
判，ページ総数，単元の数，単元以外の

数と具体的内容 

⑧ 
補充的な学習や発展的な

学習に関する内容の記述 

補充的な学習や発展的な学習の内容と

分量 
（ウ） 内容の構成・配列・分量 

⑨ ものづくりの数と内容 ものづくりの数及びものづくりの事例 

（エ） 内容の表現・表記 ⑩ 

本文記述との適切な関連

付けがなされたイラス

ト・写真等の活用の工夫 

巻頭・巻末等の資料の扱い，イラスト・

写真・図表等の示し方の工夫，キャラク

ターやマーク等の活用 

⑪ 

観察・実験の結果を整理

し，考察する学習活動の

工夫 

考察文の記述例及び考察文の要素 

（オ） 言語活動の充実 

⑫ 

科学的な言葉や概念を使

用して自分の考えを論述

する活動の工夫 

話合いや説明の活動を促す工夫とその

具体例 
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観点観点観点観点    （ア）基礎・基本の定着 

視点視点視点視点    ①単元の目標の示し方 ②知識や概念の定着を図り，理解を深めるための工夫      

 方法方法方法方法    単元のねらいの示し方 用語の定着を図る工夫，単元末のまとめの扱い 

 

 

 

単元単元単元単元のねらいののねらいののねらいののねらいの示示示示しししし方方方方    

用語用語用語用語のののの定着定着定着定着をををを

図図図図るるるる工夫工夫工夫工夫  

単元末単元末単元末単元末のまとめののまとめののまとめののまとめの扱扱扱扱いいいい 

東
 

書
 

○ 「～を調べていきましょう。」「～なのでし 

ょうか。」等の問いかけの形態で問題を提示 

している。また，複数のキャラクターが対 

話形式で，学習のめあてや視点を提示してい 

る。 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体で表記され

ている。 

○ 単元末に，「たしかめよう」を設け，

学習内容をふり返り，知識・技能の習得

を図るようにしている。また，各項目や，

本文中の技能に関する大切な内容には

自己チェックができるマークを設けて

いる。 

大
日

本
 

○ 「～を調べよう。」「～するのだろうか。」

等の問いかけの形態で問題を提示している。

また，目次の中にめあての表記がある。複数

のキャラクターが対話形式で，学習のめあて

や視点を提示している。 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体で表記され

ている。 

○ 単元末に学習内容を見直す「ふりかえ

ろう」や，日常生活との関係を考える「学

んだことを生かそう」を設け，授業だけ

でなく日常生活においても学習内容を

意識させるようにしている。 

学
 

図
 

○ 「～を調べていきましょう。」「～について，

考えていきましょう。」と博士のキャラクタ

ーが提示するとともに，単元での学習の流れ

を，写真を使って提示している。また，目次

の中にめあての表記がある。 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体で表記され

ている。 

○ 単元末に「まとめ」を設け，単元によ

って最後に「基本的なまとめ」と「考え

説明するまとめ」を設けている。また，

どこをふり返ればよいかが分かるよう

に，ページ数が示されている。 

教
 

出
 

○ 「どのような～があるだろうか。」等の問

いかけをキャラクターの会話の中で行い，問

題を提示している。また，これまでの学習を

想起させたり，生活の中での事象を想起させ

ている。 

 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体で表記され

ている。 

○ 巻末に「言葉のひろば」を設け，１年

間で学習したことの基本的な用語がま

とめられている。 

○ 単元末に「確かめ」を設け，単元で学

習した言葉を使って，文章で説明させる

ようにしている。 

信
 

教
 

○ 「なぜでしょうか。」「どのようにして～」 

等の問いかけの形態で問題を提示している。 

また，キャラクターの会話の中に，「どうな 

るのかな。」等の問いかけの形態で問題を提 

示している。 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体で表記され

ている。 

○ 単元末に「まとめてみよう」を設け，

科学的用語を使うとともに，図，グラフ，

表などを用いるようにしている。 

啓
林

館
 

○ 「どのようにして～」「どんな～」等の問

いかけの形態で問題を提示している。また，

各学年の始めに「学習のまとめ」を設定し，

見通しをもてるようにしている。 

 

○ 基本的な用

語は，ゴシック

体と点線で表

記されている。  

○ 単元末の「学習をまとめよう」では，

まとめの例が示され，「力だめし」では，

基本・活用・応用の問題が示されている。 

○ 巻末に「さくいん」があり，教科書に

出てくる，重要語句を探すことができる

ようにしている。 
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観点観点観点観点    （ア）基礎・基本の定着 

視点視点視点視点    ③観察・実験の技能を習得させるための工夫  

方法方法方法方法    

観察・実験の数，観察・実験の準備と手順の扱い，観察・実験における安全確保

及びアルコールランプの操作の扱い 
 

観察・実験の数 

 

学年 数 

観察・実験の準備と 

手順の扱い 

観察・実験における 

安全確保の工夫 

アルコールランプの 

操作の扱い 

３ ２６ 

４ ３２ 

５ ２４ 

東
 

書
 

６ ２６ 

○ 準備物を示している。 

○ フローチャートと番

号で手順を示すととも

に，写真や図を用いて説

明している。 

○「注意」マークで，気を

つけて調べるポイント

を示している。 

○ 安全に対して配慮が

必要な場面では，その

箇所に，「きけん」マー

クを付し，意味や対処

の仕方を赤文字で強調

している。 

○ 巻末「しりょう」において，

見開き２ページで示してい

る。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真１０点で示している。 

○ 「きけん」マークで６項目

を示している。別ページで火

を使うときの注意を示してい

る。 

３ ３３ 

４ ４０ 

５ ２９ 

大
日

本
 

６ ２７ 

○ 準備物の表記はない。 

○ 番号で手順を示し，写

真や図を用いて説明し

ている。 

○ 「ポイント」マークで，

気を付けるポイントを

示している。 

○ 健康・安全の確保の

ため教材を精選し，必

要に応じて「注意」マ

ークを付し，意味や対

処の仕方を赤文字で強

調している。 

○ 「わたしたちの理科室」に

おいて，１ページで示してい

る。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真５点とイラスト６点で示

している。 

○ 「注意」マークで５項目を

示している。 

３ ３４ 

４ ３８ 

５ ２２ 

学
 

図
 

６ ３１ 

○ 準備物を示している。 

○ 番号で手順を示し，写

真や図を用いて説明し

ている。 

○ 赤文字で，気を付ける

ポイントを示している。 

○ 器具や薬品の取り扱

いで事故のおそれのあ

る箇所に，「注意」マー

クを付し，意味や対処

の仕方を赤文字で強調

している。 

○ 巻末「実験器具の使い方」

において，１ページで示して

いる。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真７点で示している。 

○ 「注意」マークで４項目を

示している。別ページで火を

使うときの注意を示してい

る。 

３ ２８ 

４ ２８ 

５ １９ 

教
 

出
 

 

６ ２４ 

○ 準備物の表記はない。 

○ 番号で手順を示し，写

真や図を用いて説明し

ている。 

○「電球」マークを付し，

実験の工夫を示してい

る。 

○ 安全面から指導すべ

きことは，「注意」マー

クを付し，意味や対処

の仕方を赤文字で強調

している。 

○ 「もののあたたまり方」に

おいて，１ページで示してい

る。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真８点で示している。 

○ 「注意」マークで２項目を

示している。別ページで火を

使うときの注意を示してい

る。 

３ ４７ 

４ ５９ 

５ ４１ 

信
 

教
 

６ ６７ 

○ 準備物の表記はない。 

○ 番号をつけて手順を

示し，写真や図を用いて

説明している。 

○ 青の「注意」マークで，

気を付けることを示し

ている。 

○ 安全保持にかかわる

ことについては，赤破

線で枠を設け，赤の「注

意」マークを付し，意

味や対処の仕方を赤文

字で強調している。 

○ 「ものの体積と温度」にお

いて，１ページで示している。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真５点で示している。 

○ 「注意」マークで２項目を

示している。 

３ ３３ 

４ ４２ 

５ ２４ 

啓
林

館
 

６ ２０ 

○ 準備物の表記はない。 

○ 番号をつけて手順を

示し，写真や図を用いて

説明している。 

○ 「注目」マークで，気

を付けるポイントを示

している。 

○ 安全の徹底のため，

「！」マークを付し，

意味や対処の仕方を赤

文字で強調している。

併せて，「換気」や「や

けどに気を付ける」等

のマークを付してい

る。 

○ 「みんなで使う理科室」に

おいて，見開き２ページ３段

組の１段で示している。 

○ 点検，着火，消火の手順を

写真２点とイラスト４点で示

している。 

○ 「注意」マークで２項目を

示している。別ページで火を

使うときの注意を示してい

る。 
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観点観点観点観点    （ア）基礎・基本の定着 

視点視点視点視点    ④環境保全に関する記述  

方法方法方法方法    環境保全に関する編集の特色，表記及び環境保全に係る単元構成 
 

表記 

 

環境保全に関わる編集の特色 

マーク 学年 数 

第６学年「生物と環境」 

における単元構成 

３ ９ 

４ ８ 

５ ７ 

東
 

書
 

○ 観察や野外活動の場面では，自

然を大切にし，生命愛護の態度が

育成されるよう配慮している。 

○ 環境に関わる資料を取り上げ

るとともに，第６学年は，学年全

体を環境の視点で単元を構成し

ている。 

「自然を大切

にしよう。」の

マークを活用 

６ １０ 

○「地球と生き物のくらし」 
○「生き物のくらしと環境」 
・生き物は空気とどのようにかかわっているか

・生き物は食べ物をとおしてどのようにかかわ

っているか 
・生き物は水とどのようにかかわっているか 

○「人と環境」 
・人は環境とどのようにかかわっているか 
・環境を守るためにどんなくふうをしているか

・わたしたちにできることを考えよう 

３ ５ 

４ ４ 

５ ７ 

大
日

本
 

○ 自然環境と人間との関わりの

学習内容を重視し，学習内容と関

連のある地球環境問題を取り上

げている。 

○ 第６学年では，学年最後の単元

を地球環境問題との関わりを主

題としている。 

「かんきょう

や生物につい

て考えよう。」

のマークを活

用 

６ １７ 

○「わたしたちをとりまくかんきょう」 

○「生物とそのかんきょう」 

・食べ物を通した生物どおしのかかわり 

・生物と空気のかかわり 

○「生物と地球のかんきょう」 

・生物と水のかかわり 

・人の生活と地球のかんきょう 

３ ６ 

４ ２ 

５ ３ 

学
 

図
 

○ 自然の事象に関する「詩」を示

し，美しい自然に対する感性や，

自然を豊かにとらえさせる工夫

がある。 

○ 外来生物法や遺伝子撹乱の問

題を考慮し，飼育動物は，個人の

責任を持つように，記述してい

る。 

「自然を大切

にするために

気を付けるこ

とを示してい

ます。」のマー

クを活用。 

６ １ 

○「生物のくらしと環境」 

・生物と空気との関わり 

・生物と水との関わり 

・食べ物をとおした生物どおしの関係 

○「人と環境」 

・わたしたちと空気 

・わたしたちと水 

・わたしたちと植物 

・自然環境を守るために 

３ ２ 

４ ６ 

５ １ 
教

 
出

 

○ 教科書の巻頭で，環境保全に係

る内容を示している。 

○ 生物愛護，生命尊重，環境保全，

地球にやさしい新技術などの内

容を記述している。 

「地球となか

よし」のマー

クを活用。 

６ ８ 

○「空気と水と緑の地球」 

○「生き物と環境」 

・生き物と空気，食べ物，水 

・地球環境に生きる 

３ ０ 

４ ０ 

５ ０ 

信
 

教
 

○ 必要以上の生物の採取を禁止

したり，観察後は元に戻す等の態

度を育成することを取り上げて

いる。 

○ 第６学年の内容である「電気の

利用」では，電気使用量の節約が，

環境への付加を減らすことに触

れている。 

マークでの表

記は，されて

いない。 

６ ０ 

○「生き物と自然」 

・生き物と空気 

・生き物と水 

・生き物と食べ物 

○「人と環境」 

・わたしたちの生活と空気 

・空気をよごさないようにする新しいとりくみ 

・わたしたちと水 

・よごれた水をきれいにするとりくみ 

３ ６ 

４ １０ 

５ １１ 

啓
林

館
 

○ 「理科の広場」「チャレンジ」

などで，環境に関する話題や資料

を示している。 

○ 第６学年巻末の「地域資料集」

では，全国の小学生による環境保

護活動を紹介している。 

「かんきょう

の話題だよ。」

のマークを活

用。 

６ １１ 

○「命のつながりをみる」 

○「生物どおしのつながり」 

・食べ物を通した生物のつながり 

・空気を通した生物のつながり 

○「自然とともに生きる」 

・生物が生きていくために 

・わたしたちのくらしとかんきょう 
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観点観点観点観点    （イ）学習方法の工夫 

視点視点視点視点    ⑤興味・関心を高めるための工夫  

方法方法方法方法    日常生活や社会との関連付けを図る内容の扱い及び具体例 
 

 

日常生活や社会との 

関連付けを図る内容の扱い 

第４学年「電気の働き」における具体例 

東
 

書
 

○ 単元の導入や，単元末の「活用し

よう」で，生活や社会と関連する事

象を取り上げ，日常生活や社会との

関連付けを図っている。「生活にひ

ろげよう」では，働く人へのインタ

ビューを取り上げ，学習内容が社会

に生かされていることを紹介して

いる。 

○ 「理科のひろば」 

「光電池（太陽電池）の利用」という見出しで，昼間に

光電池で充電した電気で夜間に光る交通標識や国際宇宙

ステーションでの発電に利用されている様子を写真で掲

載している。 

 

大
日

本
 

○ 「りかのたまてばこ」「ジャンプ」

「学んだことを生かそう」で学習内

容が実生活・実社会に関連付けられ

ている内容や，将来の職業について

意識させるような資料が掲載され

ている。 

○ 「りかのたまてばこ」 

「光電池と電気の利用」という見出しで，光電池が宇宙

ステーションでの発電に利用されている様子や，繰り返し

使用することのできる充電池が紹介されている。また，「発

光ダイオード」という見出しで，電気の使用量の少ない器

具として発光ダイオードが紹介されている。 

学
 

図
 

○ 「読み物」において，科学に関わ

る仕事や，学習内容が社会の中で活

用されている様子を掲載すること

で日常生活や社会との関連付けを

図っている。 

○ 「読み物」  

「いろいろな電池」という見出しで，繰り返し利用する

ことのできる充電池を紹介するとともに，燃料電池で動く

自動車やソーラー発電のある工場等を写真で紹介してい

る。 

教
 

出
 

 

○ 「科学のまど」や「学びのとびら」

において，日常に見られる自然現象

や科学的な事象を紹介し，日常生活

や社会との関連付けを図っている。 

○ 「科学のまど」 

「光電池の利用」という見出しで，国際宇宙ステーショ

ンで光電池が発電に利用されている様子が紹介されてい

る。また，「いろいろな電池」という見出しで，ボタン電池

や充電して使う電池，燃料電池などが紹介されている。 

信
 

教
 

○ 「しりょう」「しらべてみよう」

において，学習内容が実生活・実社

会に関連付けられていることを意

識させる資料が掲載されている。 

○ 「しりょう」 

「身のまわりで見られる発光ダイオードを使ったもの」と

いう見出しで，信号機やイルミネーション，懐中電灯などに

利用されていることを写真で紹介している。 

啓
林

館
 

○ 「理科の広場」において，身近な

生活に関連した話題を紹介し，理科

を学習する意義や有用性を実感さ

せるようにしている。 

○ 「理科の広場」 

「光電池の利用」という見出しで，電気をためて，雨の

日や夜でも動くようにした光電池でつくった時計を写真で

紹介している。 
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観点観点観点観点    （イ）学習方法の工夫 

視点視点視点視点    ⑤興味・関心を高めるための工夫  

方法方法方法方法    興味・関心を高める問いかけの工夫及び単元の導入の工夫 
 

興味・関心を高める問いかけの工夫（全学年） 第３学年「身近な自然の観察」における単元の導入の工夫 

 

課題の表記 学年 マーク数 単元名 

単元導入のため写真

やイラストの内容 

単元導入の問いかけ 

キャラクターの 

吹き出し内容と数 

３ 23 

４ 31 

５ 26 

東
 

書
 

○ “？”マ

ークで課題

を表記して

いる。 

６ 26 

たねをま

こう 
○ 多数の植物や植

物を観察をする児

童の写真を掲載し，

興味・関心を高めて

いる。 

○ 校庭や学校のま

わりには，いろいろ

な植物のめが出た

り，花がさいたりし

ています。植物のた

ねをまいて，育てま

しょう。 

○ 実が赤い

色や黄色に

なってから

しゅうかく

するピーマ

ンを，カラ

ーピーマン

というよ。 

（他２） 

３ 34 

４ 18 23 

５ 18 13 

大
日

本
 

○ “？”マ

ークで課題

を表記して

いる。 

６ 18 17 

し ぜ の か

ん さ つ を

しよう 

○ 学校内の生物や

観察する児童のイ

ラストを掲載し，興

味・関心を高めてい

る。 

○ ４月になっていろ

いろな植物や動物の

すがたを見かけるよ

うになりました。あ

なたの校庭では，ど

んな生きものが見ら

れるでしょうか。 

○ 動物も植

物もどちら

も「生きも

の」だよ。 

３ 50 

４ 52 

５ 36 

学
 

図
 

○ “！”マ

ークで課題

を表記して

いる。 

６ 50 

し ぜ ん の

かんさつ 
○ 地域の植物を観

察する児童の写真

を掲載し，興味・関

心を高めている。 

○ 春になり，校庭や

野原には，いろいろ

な花がさき，虫も見

られるようになり

ました。しぜんのか

んさつに，出かけま

しょう。 

 

３ 25 

４ 31 

５ 23 
教

 
出

 

 

○ “はてな？”

マークで課題

を表記してい

る。 

６ 34 

生 き 物 を

さがそう 
○ 学校の植物を観

察する児童の写真

や教室で授業をし

ているイラストを

掲載し，興味・関心

を高めている。 

○ 学校で見つけた

タンポポは，どのよ

うな色，形，大きさ

をしているのでし

ょうか。 

○ 生き物を

観察すると

きは，色，形，

大きさをよ

く見るのじ

ゃ！（他２） 

 

３ 45 

４ 52 

５ 51 

信
 

教
 

○ “⇒”マ

ークで課題

を表記して

いる。 

６ 62 

日 な た と

日 か げ を

く ら べ よ

う 

○ 学校のグランド

で影ふみ遊びをし

ている児童の写真

を掲載し，興味・関

心を高めている。 

○ 晴れた日の午前

と午後に，かげふみ

あそびをしてみま

しょう。かげをふま

れないためには，ど

うしたらよいので

しょうか。 

○ 午前と午

後では，かげ

ができる向

きがちがっ

て い た よ 。

（他４） 

３ 34 

４ 35 

５ 24 

啓
林

館
 

○ “？”マ

ークで課題

を表記して

いる。 

６ 36 

身近な自然

のかんさつ 
○ 地域の植物や多

数の生物の写真を

掲載し，興味・関心

を高めている。 

○ 校庭や野原には，

いろいろな生き物が

見られます。「せいか

つ」の時間を思い出

してみましょう。 

○ この教科

書のさいご

にある「た

んけんカー

ド」にも生

き物がのっ

ているよ。

みんなでさ

がしに行っ

てみよう。 

（注）大日本の第４学年～第６学年は２分冊であるため，マーク数は分けて示している。 
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観点観点観点観点    （イ）学習方法の工夫 

視点視点視点視点    ⑥問題解決の能力を育成するための工夫  

方法方法方法方法    

学習の進め方の示し方，問題解決の過程，課題発見の工夫，問題解決の能力の育

成の扱い 
 

 

学習の 

進め方の 

示し方    

問題解決の過程 

第 5学年｢てこの 

規則性｣における 

課題発見の工夫 

問題解決の能力の育成の扱い 

（第 5 学年｢植物の発芽と成長｣に 

おける｢条件に目を向けて調べる｣） 

東
 

書
 

○ 巻頭の「理

科のせかい

に出かけよ

う｣で示して

いる。 

①ふしぎを見つけよう 

②調べる計画を立てよう 

③調べよう 

④結果をまとめよう 

○ 単元のはじめに

ピラミッド建設や

シーソー遊びのイ

ラストや文を掲載

している。 

○ 調べる条件，同じにする条件を区分して

条件制御の視点を示すとともに，結果を位

置付けている。 

大
日

本
 

○ 巻頭の「理

科の学び方｣

で示してい

る。 

 

①見つけよう 

②調べよう 

③まとめよう 

④ふりかえろう 

⑤生かそう 

 

○ 単元のはじめ

に庭師が棒を使っ

て石を動かす作業

や釘抜きの写真や

文を掲載してい

る。 

○ 調べる条件，同じにする条件を区分して

条件制御の視点を示すとともに，予想を位

置付けている。 

学
 

図
 

○ 巻頭のタ

イトル文で

示している。 

 

①導入 

②疑問や思い 

③問題の構成 

④予想 

⑤観察・実験 

⑥結果の整理 

⑦考察 

⑧結論 

○ 単元のはじめに

物を手やてこを使

って持ち上げる様

子の写真や文を掲

載している。 

○ 問題解決の過程に沿ったノート記述例を

示すとともに，調べる条件，そろえる条件

を区分して条件制御の視点を示すととも

に，結果（予想）を位置付けている。 

教
 

出
 

○ 巻頭の「学

習のステッ

プ｣で示して

いる。 

 

①問題を見つけよう 

②予想しよう 

③計画しよう 

④調べよう 

⑤結果から考えよう 

⑥わかった 

⑦学んだことを使おう 

○ 単元のはじめに，

釣り合っているハ

ンガーとそうでな

いハンガーの写真，

イラストや文を掲

載している。 

○ 問題解決の過程に沿ったノート記述例を

示す中で，変えること，同じにすることを

区分して条件制御の視点を示している。 

信
 

教
 

○ 巻頭のタ

イトル文で

示している。 

 

①問題に気づく 

②学習問題 

③実験 

④実験の結果 

⑤わかったこと 

⑥まとめ 

○ 単元のはじめ

に釘抜きの様子や

それを使っての保

線作業の様子の写

真や文を掲載して

いる。 

○ 問題解決の過程に沿ったノートの記述例

を示すとともに，調べる条件，そろえる条

件を区分して条件制御の視点を示してい

る。 

啓
林

館
 

○ 第１単元

の「学習の

進め方 ｣で

示 し て い

る。 

 

①調べることを決める 

②計画を立てる 

③観察や実験をする 

④結果を記録する 

⑤結果から考察する 

⑥学習したことをふり返る 

○ 単元のはじめに

釘抜きや物を手や

てこを使って持ち

上げる様子の写真

や文を掲載してい

る。 

○「わたしのレポート」として問題解決の流

れに沿ったノート記述例を示す中で，変え

る条件，同じにする条件を示して条件制御

の視点を示している。 

水 空気 温度ウ ありエ なし予想 あり 実験１と同じ場所に置き，温度が同じになるようにする。

同じにする条件

ア　あり

イ　なし

水をあたえる。

あたたかいところ

に置く。

変える条件

空気

調べる（変える)条件空気 水 温度ア　ふれないようにする。 発芽しなかった。イ　ふれている。 発芽した。あたえる。 同じ温度の場所に置く
結果同じにする（変えない）条件

■発芽には空気が必要か■調べる条件（空気） ア　空気あり ウ　空気なしそろえる条件結果（予想） 空気以外の条件をすべて同じにする

＜予想＞空気が必要だと思う。

＜理由＞まわりには空気があるから。

変えること 同じにすること

空気 空気以外（温度・水など）

●空気が必要なのか

水 空気 温度

あり あり 教室の温度

あり なし ウと同じ温度
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観点観点観点観点    （ウ）内容の構成・配列・分量 

視点視点視点視点    ⑦単元や資料等の配列  

方法方法方法方法    判，ページ総数，単元の数，単元以外の数と具体的内容 
 

単元単元単元単元のののの数数数数    

 

判判 判判
 

学
年

学
年

学
年

学
年
    

ページページページページ    

総数総数総数総数    

((((分冊分冊分冊分冊))))    計計計計    

ＡＡＡＡ    

区分区分区分区分    

ＢＢＢＢ    

区分区分区分区分    

ＡＢＡＢＡＢＡＢ    

区分区分区分区分    

他他他他    

第第第第６６６６学年学年学年学年のののの    

「「「「他他他他」」」」のののの内容内容内容内容ののののタイトルタイトルタイトルタイトル名名名名（（（（ページページページページ数数数数））））    

３ 138 １３ ４ ８ １ ３ 

４ 162 １５ ４ １０ １ ５ 

５ 148 １０ ３ ７ ０ ５ 

東
 

書
 

Ａ
 

Ｂ
 

６ 176 １１ ４ ５ ２ ７ 

○ 年間の学習ガイダンスを提示（１） 

「わたしたちのすむ地球と宇宙の環境」 

○ 問題解決の流れと学習のポイントの提示（１）

「理科のせかいに出かけよう！」 

○ 他単元や下学年の学習内容を系統的に整理

（３） 

「学びをつなごう①②③」 

○ 自由研究の計画の立て方や調べ方，まとめ方

の例示（１） 

「わたしの研究」 

○ 資料(実験器具の使い方，資料の集め方）と

ものづくりの材料（１） 

「資料」 

３ 132 １３ ５ ８ ０ ３ 

４ 

176 

(84・92) 

１７ ５ １２ ０ ３ 

５ 

160 

(88・72) 

１１ ３ ８ ０ ３ 

大
日

本
 

Ａ

Ｂ 

６ 

176 

(88・88) 

１１ ４ ７ ０ ２ 

○ 問題解決の流れや学習のポイント，推論しな

がら調べる第６学年の問題解決の能力の提示

（１） 

「理科の学び方」 

○ 自由研究のテーマ設定，調べ方，作り方，準

備の仕方の例示（１） 

「自由研究」 

３ 134 １５ ６ ９ ０ ３ 

４ 166 １５ ５ １０ ０ ３ 

５ 150 １０ ３ ７ ０ ４ 

学
 

図
 

Ａ

Ｂ 

６ 182 １０ ４ ５ １ ３ 

○ 写真と詩の提示（１） 

「きこえてくる」表紙裏 

○ 学年間の系統性や１年間の学習の見通し，推

論しながら調べる第６学年の問題解決の能力

の提示（１） 

「（タイトルなし）」 

○ 話型やつなぎ言葉，問いかけなどの言語活動

の学習スキルの提示，実験器具の使い方の提

示，レポートの書き方の例示（１） 

「話す，実験器具の使いかた，記録」 
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３ 151 １１ ５ ６ ０ ６ 

４ 189 １６ ５ １１ ０ ５ 

５ 171 １１ ３ ８ ０ ５ 

教
 

出
 

Ｂ

５ 

６ 188 １０ ５ ５ ０ ５ 

○ 年間の学習ガイダンスを提示（１） 

 「空気と水と緑の地球」表紙裏 

○ 研究のテーマ設定，調べ方，作り方，まとめ

方の例示（１） 

「わたしの研究」 

○ 実験器具の使い方（１） 

 「顕微鏡の使い方」 

○ 学習した用語の提示（１） 

「この教科書に出ている言葉のまとめ」 

○ 発展的な学習内容の例示（１） 

 「わくわくチャンレンジ」 

３ 156 １２ ５ ７ ０ ３ 

４ 184 １５ ５ １０ ０ ４ 

５ 158 １１ ３ ８ ０ ４ 

信
 

教
 

Ｂ

５ 

６ 176 １０ ４ ６ ０ ３ 

○ 年間の学習ガイダンスを提示（１） 

「空気，水，生命の星地球」表紙裏 

○ １年間の学習の見通しの提示（１） 

「１年間の学習」 

○ 自由研究のテーマ設定，計画の立て方，調べ

方，まとめ方，発表の仕方の例示（１） 

「自由研究」 

３ 144 １２ ５ ７ ０ ６ 

４ 158 １６ ５ １１ ０ ６ 

５ 154 １１ ３ ８ ０ ６ 

啓
林

館
 

Ｂ

５ 

６ 172 １０ ４ ６ ０ ８ 

○ 年間の学習ガイダンスを提示（１） 

「命のつながりをみる」表紙裏 

○ １年間の学習の見通しの提示（１） 

「わたしたちの地球」 

○ 自由研究のテーマ設定，計画の立て方，進め

方，まとめ方，発表の仕方の例示（１） 

「自由研究」 

○ 理科系分野で活躍中の人物紹介（１） 

「理科から仕事へ」 

○ 薬品や実験器具の使い方の例示（１） 

「みんなで使う理科室」Ｐ６２～ 

○ 写真資料や地図，読み物の提示（１） 

「地域資料集」 

○ 学習内容と生活とのかかわりの提示（１） 

「自分の生活をふり返ってみると」 

Ｐ１７０～ 

○ １年間の学習のまとめと中学校理科の学習内

容の紹介（１） 

「（タイトルなし）」 

（注）「単元の数」の「Ａ区分」や「Ｂ区分」は，学習指導要領の「Ａ物質・エネルギー」，「Ｂ生命・地球」の内容を示

している。また，「ＡＢ区分」は「Ａ物質・エネルギー」「Ｂ生命・地球」を併せた内容を示し，「他」は年間の学

習ガイダンス，自由研究，資料等を示している。 
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観点観点観点観点    （ウ）内容の構成・配列・分量 

視点視点視点視点    ⑧補充的な学習や発展的な学習に関する内容の記述  

方法方法方法方法    補充的な学習や発展的な学習の内容と分量 
 

補充的な学習（ページ数） 発展的な学習（ページ数） 

 

学 

年    

ページ 

総数    基礎 応用 教科書の表示 読み物 

観察 

実験 

調べ 

学習 

もの 

づくり 

３ 138 ９ ０ ０ ０ ０ ０ 

４ 162 ７ 

1

/
3

 ３ 

5

/
6

 

2

/
3

 ２ ０ ０ 

５ 148 ７ 

1

/
3

 ４ 

2

/
3

 ２ １ 

2

/
3

 

1

/
2

 

東
 

書
 

６ 176 ８ 

2

/
3

 ３ 

1

/
2

 

【基礎】 

たしかめよう 

【応用】 

活用しよう 

４ 

1

/
3

 １ 

5

/
6

 

2

/
3

 

1

/
3

 

３ 132 ４ ２ 

2

/
3

 ３ 

2

/
3

 ０ ０ ０ 

４ 176 ６ 

1

/
3

 ３ 

2

/
3

 １０ 

5

/
6

 ０ 

1

/
2

 ０ 

５ 160 ６ 

1

/
2

 ３ ５ 

1

/
2

 

1

/
2

 ０ １ 

大
日

本
 

６ 176 ６ 

1

/
2

 ３ 

1

/
2

 

【基礎】 

ふりかえろう 

【応用】 

学んだことを生かそう 

１０ 

1

/
2

 １ 

2

/
3

 ０ ０ 

３ 134 ５ ０ ０ 

2

/
3

 

1

/
2

 ０ 

４ 166 １ 

1

/
3

 ５ 

5

/
6

 ０ ０ ０ 

５ 150 ４ 

1

/
6

 ３ ２ 

5

/
6

 ０ ２ ０ 

学
 

図
 

６ 182 ４ 

1

/
3

 ２ 

1

/
2

 

【基礎】 

まとめ 緑 

【応用】 

まとめ 赤 

２ 

1

/
6

 

1

/
2

 １

1

/
3

 ０ 

３ 151 ２ 

1

/
2

 ０ ２ ３ ２

1

/
2

 

1

/
2

 

４ 189 ６ 

2

/
3

 ２ 

1

/
3

 ０ ３ 

1

/
3

 １

1

/
3

 ０ 

５ 171 ６ 

2

/
3

 ２ 

1

/
3

 

1

/
3

 ４ ３ ０ 

教
 

出
 

 

６ 188 ６ ２ 

【基礎】 

確かめ 

【応用】 

（アトムのマーク） 

２ ３ 

1

/
2

 ３

1

/
2

 ０ 

３ 156 ０ ０ ４ ２ ０ ０ 

４ 184 ０ ０ ６ 

1

/
3

 ０ ０ ０ 

５ 158 ０ １ １ 

5

/
6

 ２ １ 

2

/
3

 

信
 

教
 

６ 176 ０ 

1

/
3

 

【基礎】 

（表示なし） 

【応用】 

説明してみましょう 

６ 

1

/
2

 ０ ０ 

３ 144 ３ 

1

/
3

 ３ 

1

/
3

 ２ ３ 

2

/
3

 ０ ０ 

４ 158 ３ ３ ２ 

5

/
6

 

1

/
3

 

5

/
6

 １ 

５ 154 ３ ３ 

1

/
3

 ６ 

1

/
2

 

1

/
2

 

5

/
6

 

1

/
2

 

啓
林

館
 

６ 172 ３ ２ 

2

/
3

 

【基礎】 

力だめしステップ 1 

【応用】 

力だめしステップ２ 

８ 

2

/
3

 

1

/
2

 

1

/
2

 ０ 

（注）補充的な学習の「基礎」は既習事項を確認する問題。「応用」は既習事項を活用する問題。 

（注）1ページ未満の場合は，約 1/2ページ，約 1/3ページとしてカウントしている。 
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観点観点観点観点    （ウ）内容の構成・配列・分量 

視点視点視点視点    ⑨ものづくりの数と内容  

方法方法方法方法    ものづくりの数及びものづくりの事例 
 

ものづくりの数 

Ａ区分 Ｂ区分 第５学年のものづくりの事例 

 

学 

年    

エネルギー 粒子 生命・地球 

計 

補充的な内容 発展的な内容 

３ ８ ０ ０ ８ 

４ ４ ２ ０ ６ 

５ ７ ２ ０ ９ 

東
 

書
 

６ ５ ２ １ ８ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 電磁石釣り竿 

○ 電磁石鉄拾い機 

○ モーター（鉄心入り） 

○ 電磁石ゆらゆらおもちゃ 

○ 振り子おもちゃ（２事例） 

（Ａ区分 粒子） 

○ 巨大ミョウバン結晶 

○ 食塩結晶の飾り物  

（Ａ区分 エネルギー） 

○ モーター（鉄心なし） 

３ １２ ０ ０ １２ 

４ ３ １ ０ ４ 

５ ５ １ ０ ６ 

大
日

本
 

６ ４ ２ ０ ６ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 電磁石釣り竿 

○ 電磁石ゆらゆらおもちゃ 

○ 強力電磁石 

○ 振り子メトロノーム 

（Ａ区分 粒子） 

○ 巨大ミョウバン結晶， 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ モーター（鉄心なし） 

３ ８ ０ １ ９ 

４ ０ １ ０ １ 

５ ２ ０ ０ ２ 

学
 

図
 

６ ２ １ ０ ３ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 電磁石釣り竿 

○ 振り子メトロノーム 

 

３ ７ ０ ０ ７ 

４ ３ ３ ０ ６ 

５ ３ ３ ０ ６ 

教
 

出
 

６ ２ ０ ０ ２ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ モーター（鉄心入り） 

○ 電池チェッカー 

（Ａ区分 粒子） 

○ 巨大ミョウバン結晶 

○ ミョウバン結晶の飾り物 

○ 食塩結晶の飾り物 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 1往復が1秒の振り子 

のおもちゃ 

３ ９ ０ ０ ９ 

４ ０ ３ １ ４ 

５ ６ １ ０ ７ 

信
 

教
 

６ ６ ２ ０ ８ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 電磁石鉄拾い機 

○ 電磁石ブザー 

○ 振り子おもちゃ（３事例） 

（Ａ区分 粒子） 

○ 巨大ミョウバン結晶 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ モーター（鉄心なし） 

３ １３ ０ １ １４ 

４ ３ ０ １ ４ 

５ ７ ２ ０ ９ 

啓
林

館
 

６ ２ ２ ０ ４ 

（Ａ区分 エネルギー） 

○ 電磁石釣り竿 

○ モーター（鉄心入り） 

○ 電磁石ブザー 

○ 振り子メトロノーム 

○ 振り子おもちゃ（２事例） 

（Ａ区分 粒子） 

○ 巨大ミョウバン結晶 

○ ミョウバン結晶の飾り物  

（Ａ区分 エネルギー） 

○ モーター（鉄心なし） 
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観点観点観点観点    （エ）内容の表現・表記 

視点視点視点視点    ⑩本文記述との適切な関連付けがなされたイラスト・写真等の活用の工夫  

方法方法方法方法    

巻頭・巻末等の資料の扱い，イラスト・写真・図表等の示し方の工夫， 
キャラクターやマーク等の活用 

 

 

巻頭，巻末等の資料の扱い 

イラスト・写真・図表等

の示し方の工夫 

キャラクターや 

マーク等の活用 

東
 

書
 

○ 第４～第６学年の巻頭には「理科の

世界にでかけよう」で学習の進め方の

資料を取り上げ，巻末では「こん虫カ

ード（第３学年），星座カード（第４

学年），とび出る人体模型（第６学年）」

など楽しく学べる資料を巻末に掲載

している。 

○ 観察・実験の興味・関心

を高め，本文記述との適切

な関連付けがなされた写

真やイラスト等を掲載し

ている。 

 

○ 学び方を示すマークで活動のね

らいを明確にするとともに，問題解

決の能力，学習のヒントや注意につ

いてキャラクターを活用して強調，

指示をしている。 

大
日

本
 

○ 各学年の巻頭には，理科の学び方の

資料を示している。第６学年の巻頭で

は「私たちをとりまく環境」，巻末に

「生命の星地球の写真，学んだことを

ふりかえろう」の資料を掲載し，地球

規模の自然認識を深める扱いをして

いる。 

○ 写真を複数掲載し，発達

段階を考慮したイラスト

を掲載している。 

○ 科学的な見方の構築を手助けす

るキャラクターの活用や，科学者や

技術者などの記述の箇所を顔のマ

ークで示し，その功績などを紹介し

ている。 

学
 

図
 

○ 各学年の巻頭には，自然の事象をう

たった「詩」を掲載し，自然に対する

感性を育む扱いをしている。巻末で

は，話す，実験器具の使い方，記録の

資料を取り上げ，学習スキルの定着を

図る扱いをしている。 

○ 各単元の冒頭では見開

きの大きい写真を使用し，

学習の見通しを持たせる

とともに，簡潔な指示文に

対応した写真や図を掲載

している。 

○ 児童の発想を促し，認識を深める

キャラクターの活用や，考え，確か

め，観察・実験，まとめ等を示すマ

ークを活用して，児童自らの知識の

押さえの確認ができるようにして

いる。 

教
 

出
 

 

○ 巻頭では，達人のメッセージと野原

の風景，田園風景，海中風景，地球環

境風景の資料を示し，自然の雄大さや

自然を大切にする扱い，巻末では，言

葉のまとめや発展学習の資料を掲載

し発展的な学習資料を掲載している。 

○ 身近にないもの，天候に

左右されるものなど，資料

調べが中心になるところ

については，大きい写真や

実物大のイラストを掲載

している。 

○ キャラクターによる「はてな」「調

べよう」「わかった」の各マークを

活用し，児童自ら習得していく知識

について明確にしている。また，環

境教育や発展的な学習について意

識付けをしている。 

信
 

教
 

○ 各学年の巻頭の見開きに１年間の

学習を掲載し，学習への興味や期待

感，見通しを持たせるための資料を示

している。また，第５学年の巻頭では，

生命の誕生，花のつくりと実の学習の

準備についての資料を扱っている。 

○ 「気象」「人体」「自然災

害」「大地のつくり」等，

直接観察が難しい単元で

は，見開きの写真，絵図を

掲載している。 

○ 矢印マークやはてなマーク等で

学習課題を示している。「やってみ

よう」「しらべてみよう」「しりょう」

「はってん」などの内容で区分して

いる。 

啓
林

館
 

○ 第６学年巻頭では，「わたしたちの

地球」「地球に生きるわたしたち」で

地球環境への興味・関心を高める工夫

をし，各学年では，「自由研究」「理科

から仕事へ」，巻末では，地域資料集

で，各地域の自然を紹介する資料を取

り上げている。 

○ 写真を表紙全面に扱い

興味・関心を高め，分かり

やすい写真やイラストを

掲載している。予想や考察

場面では，自分の考えを図

や表に表す例を掲載して

いる。 

○ ポイントとなる「予想・計画」「考

察」の場面では，話し合いマークを

活用している。キャラクターが，学

習の進め方を示している。安全を換

気するために「換気」「安全眼鏡」

を示している。 
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観点観点観点観点    （オ）言語活動の充実 

視点視点視点視点    ⑪観察・実験の結果を整理し，考察する学習活動の工夫  

方法方法方法方法    考察文の記述例及び考察文の要素  
 

第４学年「ものの体積と温度」における考察文の記述例 

 

空気 水 金属 まとめ 

考察文の要素 

東
 

書
 

○ 「空気は，あ

た た め ら れ る

と，体積が大き

くなる。空気は，

冷やされると，

体積が小さくな

る。」 

○ 「水は，あた

ためられると，

体積が大きくな

る。水は，冷や

されると，体積

が小さくなる。 

温度による水

の体積の変わり

方は，空気にく

らべてずっと小

さい。」 

○ 「金属は，熱

せられると，体

積が大きくな

る。金属は，冷

やされると，体

積が小さくな

る。 

温度による金

属の体積の変わ

り方は，空気や

水より，ずっと

小さい。」 

 ○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 比較に基づく

特徴 

大
日

本
 

○ 「空気は温度

がかわると，体

積がかわる。あ

たためると体積

がふえ，ひやす

と体積がへる。」 

○ 「水も空気と

同じように，あ

たためると体積

がふえ，ひやす

と体積がへる。 

水の体積のか

わり方は，空気

とくらべて小さ

い。」 

○ 「金属も，空

気や水と同じ

ように，あたた

めると体積が

ふえ，ひやすと

体積がへる。 

金ぞくの体

積のかわり方

は，空気や水に

くらべてとて

も小さい。」 

 ○ 既習内容と

の比較を用い

た記述 

 

○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 比較に基づく

特徴の記述 

学
 

図
 

○ 「空気は，温

度が高くなると

体積がふえ，温

度が小さくなる

と体積がへりま

す。 

よう器をあた

ためるとせんが

飛び出すのは，

よう器の中の空

気の 体積がふ

え，せんを内側

からおすためで

す。」 

○ 「水も空気と

同じように，温

度が高くなると

体積がふえ，低

くなると体積が

へります 

しかし，その

変わり方は空気

にくらべると小

さいです。」 

○ 「金属も温度

が高くなると体

積がふえ，低く

なると体積がへ

ります。 

しかし，その

変わり方は，空

気や水にくらべ

るととても小さ

いです。」 

○ 「空気や水，

金属はどれも温

度を上げると，

体積がふえま

す。そのふえか

たは，空気が一

番大きく，次に

水，その次に金

ぞくの順となり

ます。」 

○ 既習内容との

比較を用いた記

述 

 

○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 比較に基づく

特徴の記述 

 

○ 事象を解釈し

た記述 
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教
 

出
 

 

○ 「空気は，あ

たためると体積

が大きくなり，

冷やすと体積が

小さくなりま

す。」 

○ 「水も，空気

と同じように，

あたためると体

積が大きくな

り，冷やすと体

積が小さくなり

ますが，その変

化は，空気ほど

大きくありませ

ん。」 

○ 「金属も，空

気や水と同じよ

うに，あたため

ると体積が大き

くなり，冷やす

と体積が小さく

なります。」 

○ 「空気，水,

金属は，どれも

あたためると体

積が大きくな

り，冷やすと体

積が小さくなり

ます。体積の変

化の仕方は，大

きい順に，空気，

水，金属となっ

ています。」 

○ 既習内容との

比較を用いた記

述 

 

○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 比較に基づく

特徴の記述 

信
 

教
 

○ 「せっけんま

くのふくらみ方

やちぢみ方か

ら，空気はあた

ためると体積が

ふえ，冷やすと

体積がへること

がわかりまし

た。」 

○ 「フラスコの

水面の高さが変

わることから，

水の体積は水の

温度が上がると

ふえ，温度が下

がるとへること

がわかります。 

注しゃ器のピ

ストンの動きか

ら，空気や水の

温度による体積

の変わり方は，

水より空気の方

が大きいことが

わかります。」 

○ 「空気や水と

同じように，金

属をあたためた

り，冷やしたり

すると，体積が

変わります。 

体積の変わり

方は，空気や水

にくらべて，わ

ずかです。」 

 ○ 実験結果や既

習内容との比較

を用いた記述 

 

○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 既習内容との

比較を用いた記

述 

啓
林

館
 

○ 「結果から，

空気は，あたた

めると体積が大

きくなり，冷や

すと体積が小さ

くなることがわ

かる。 

空気をあたた

めたことで，体

積が大きくな

り，せんが飛び

出したり，風船

がふくらんだり

したと考えられ

る。」 

○ 「結果から，

水も空気と同じ

ように，あたた

めると体積が大

きくなり，冷や

すと体積が小さ

くなることがわ

かる。 

水も，温度に

よって体積が変

わるが，その変

化は空気より小

さい。」 

○ 「結果から，

金属も空気や水

と同じように，

あたためると体

積が大きくな

り，冷やすと体

積が小さくなる

ことがわかる。 

しかし，その

変化は空気や水

とくらべると，

とても小さい。」 

 ○ 既習内容との

比較を用いた記

述 

 

○ 関連付けられ

た結論の記述 

 

○ 比較に基づく

特徴の記述 

 

○ 事象を解釈し

た記述 
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観点観点観点観点    （オ）言語活動の充実 

視点視点視点視点    ⑫科学的な言葉や概念を使用して自分の考えを論述する活動の工夫  

方法方法方法方法    話合いや説明の活動を促す工夫とその具体例 
 

 

話合いや説明の活動を促す工夫    第５学年「電流のはたらき」における具体例 

東
 

書
 

○ 「話し合おう」「発表しよう」というキ

ーワードを用いて，課題把握，予想，実験

の計画，考察の場面に言語による情報交換

の場を設定している。「たしかめよう」「活

用しよう」の場面において，説明の機会を

設けている。 

計画：電じしゃくのはたらきを大きくする方法や調べる方法に

ついて話し合おう。 

活用：身のまわりで，電じしゃくのはたらきを利用した機械や

道具には，どのようなものがあるか，さがそう。また，そ

れらにはどのような目的で電じしゃくが利用されている

か説明しよう。 

大
日

本
 

○ 「話し合おう」というキーワードを用い

て，話し合いの活動を設けるとともに，単

元末の「ふりかえろう」の場面において，

重要語句を用いて説明させる活動を位置

付けている。 

計画：（話し合おう）電磁石の強さを変えるには，次の条件を変

えることが考えられる。電流の大きさを変える。コイルの

まき数を変える。これらの条件を整えて，実験の計画を立

てよう。 

活用：工場で使われているクレーンには，磁石でなく，電磁石が

使われている。その理由を考えてみよう。 

学
 

図
 

○ 単元における予想，考察等の場面におい

て「話し合ってみよう!!」というキーワー

ドを示して，話し合いの活動を設けてい

る。まとめのページで既習事項を活用して

説明させる機会を設けている。巻末に「話

すこと」に係る学習スキルを示したページ

を掲載している。 

予想：電磁石を３年生で学習したぼう磁石と比べてみましょう。

似ているところや，ちがうところはどんなところでしょ

う。予想してみよう。 

考察：調べた結果を発表しよう！！ほかのグループと結果がち

がう場合は，そのグループと話し合ってみよう！！ 

活用：身のまわりにあるいろいろな電気器具をさがし，どのよ

うなしくみではたらくのか，調べてみましょう。 

教
 

出
 

 

○ 「予想しよう」「計画しょう」「結果から

考えよう」という問題解決の場面に話し

合いの活動を設けている。また，「確かめ」

の場面及び「学んだことを使おう」とい

う場面において，重要語句を用いて説明

させる場面を設けている。 

計画：電磁石を強くする方法について，どのように調べたらよ

いか，話し合いましょう。 

考察：実験の結果からどのようなことがいえるかを話し合いま

しょう。 

活用：調べてわかったことを使って，自分で作った道具に，電

磁石のどのような性質が利用されているかを説明しまし

ょう。 
信

 
教

 

○ 観察・実験の計画を立てる場面，結果発

表等の場面に話し合いの活動を位置づけ

ている。また，単元末に「説明してみまし

ょう」のキーワードを示して，既習事項を

もとに，新しい課題に対する自分の考えを

説明させる場面を設けている。 

計画：電じ石について，もっと調べてみたいことを考え合おう。 

啓
林

館
 

○ 「話合い」のマークを示し，予想，観察・

実験の計画，考察の場面等において，言語

活動を促す工夫がされている。また，単元

末の「力だめし」の場面で既習事項を活用

して説明させる場面を設けている。 

予想：強い電磁石をつくるには，どうすればよいか予想し，そ

れを確かめる方法を話し合おう。 

復習：クレーンに電磁石が使われている理由を説明できるかな。 

活用：電磁石をつくる方法を，次の言葉を使って，説明しまし

ょう。（エナメル線，ストロー，鉄くぎ，セロハンテープ，

紙やすり，かん電池） 

 


